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▲参加者がアユやななどを楽しんだ「親子
で伝統川漁体験」

小猿部川で伝統川漁を楽しむ ●親子で伝統川漁体験

▲地元の旬の野菜やきのこなどが販売さ
れた「阿仁のぅめ～もん祭り」

旬の味覚やイベントで賑わう ●阿仁のぅめ～もん祭り

▲ボランティアなどが参加し秋季クリーン
アップが実施される

不法投棄されたゴミを一掃 ●美しいふるさと北秋田秋季クリーンアップ

▲地元阿仁で開かれた東京圏あに会創立２５
周年記念合同ふるさと会

ふるさと料理と郷土芸能でおもてなし ●東京圏あに会創立25周年記念
合同ふるさと会

▲運動メニューとしてバランスボールでの
実技指導

笑いで元気に健康づくり ●健康・スポーツフェスタ2011

▲約２００人の市民が参加して盛り上がっ
た北秋田市民運動会

スポーツの秋、市民参加の大運動会 ●第２回北秋田市民運動会

広報きたあきた　２３．11．１ 広報きたあきた　２３．11．１

　
「
親
子
で
伝
統
川
漁
体
験
」
が
９
月
25
日
、

小
猿
部
川
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
20
組
の
親

子
40
人
が
川
の
恵
み
を
味
わ
い
な
が
ら
伝
統

川
漁
を
学
び
ま
し
た
。

　
日
頃
、
川
遊
び
が
少
な
く
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
伝
統
的
な
川
漁
を
体
験
す
る
こ
と
で

川
漁
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
然
と
人
間
の
共

生
の
大
切
さ
や
河
川
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
鷹
巣
漁
業
協
同
組
合

（
湊
屋
啓
二
組
合
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
会
場
は
、
小
猿
部
川
の
脇
神
橋
か
ら
下
流

へ
２
０
０
ｍ
の
ア
ユ
や
な
場
。
参
加
者
は
、

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
ア
ユ
が
産
卵
の
た
め

に
上
流
か
ら
下
り
て
く
る
と
こ
ろ
を
つ
か
ま

え
る
「
ア
ユ
や
な
漁
」、
か
ご
に
餌
を
入
れ
て

川
ガ
ニ
を
つ
か
ま
え
る
「
川
ガ
ニ
か
ご
漁
」、

「
定
置
網
漁
」、「
投
網
漁
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
地
域
の
秋
季
ク
リ
ー
ア
ッ
プ
事
業

が
10
月
６
日
、
旧
森
吉
ス
キ
ー
場
登
板
道
路

な
ど
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約
40
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
の

撤
去
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
風
か
お
る
緑
豊
か
な
秋
田

を
将
来
に
継
承
す
る
た
め
、
北
秋
田
の
主
要

道
路
で
あ
る
国
道
２
８
５
号
線
及
び
市
村
道

沿
い
な
ど
を
関
係
団
体
、
市
村
及
び
県
が
一

体
と
な
っ
て
ク
リ
ー
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
北
秋

田
地
域
不
法
投
棄
一
掃
地
域
協
議
会
（
会

長
：
長
谷
部
勝
北
秋
田
地
域
振
興
局
長
）
が

春
と
秋
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
森
吉
地
区
で
の
不
法
投
棄
箇
所
で
は
、
家

電
や
タ
イ
ヤ
、
瓶
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
お
り
、

参
加
者
は
山
沿
い
の
急
斜
面
を
足
元
に
注
意

し
な
が
ら
拾
い
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
「
阿
仁
の
ぅ
め
〜
も
ん
祭
り
」が
10
月
８・
９
日
、

秋
田
内
陸
線
阿
仁
合
駅
前
を
メ
イ
ン
会
場
に
行

わ
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
が

旬
の
味
覚
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
阿
仁
合
駅
前
周
辺
の

賑
わ
い
と
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
秋
田
内

陸
線
の
利
用
を
促
進
し
よ
う
と
、
阿
仁
合
駅

前
周
辺
活
性
化
実
行
委
員
会
、
下
町
商
店
振

興
会
、北
秋
田
市
、市
商
工
会
な
ど
に
よ
る「
阿

仁
の
ぅ
め
〜
も
ん
祭
り
実
行
委
員
会
」（
石
田

一
男
実
行
委
員
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、
地
元
の
野
菜
や
山
菜
の
水
煮
、

キ
ノ
コ
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
ぅ
め
〜

鍋
と
し
て
「
き
の
こ
汁
」
や
「
け
の
汁
」、

「
じ
ゃ
っ
ぱ
汁
」、「
ス
ジ
肉
煮
込
」が
用
意
さ
れ
、

阿
仁
合
駅
に
降
り
た
観
光
客
や
家
族
連
れ
な

ど
が
旬
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
第
２
回
北
秋
田
市
民
運
動
会
が
10
月
16
日
、

県
立
北
欧
の
杜
公
園
を
会
場
に
、
約
２
０
０
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
会
場
に
は
大
き
な
歓
声

や
笑
い
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
会
は
、
地
域
住
民
が
参
画
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
北
秋
田
市
の
若
者
で
構
成
す
る
北

秋
田
市
若
者
会
議
（
三
浦
昌
幸
会
長
）
が
企

画
、
運
営
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
競
技
が
始
ま
る
と
、
降
っ
て
い
た
雨
も
や

み
青
空
の
下
で
の
運
動
会
と
な
り
、
参
加
者

は
短
距
離
走
や
長
距
離
走
、
障
害
物
競
走
な

ど
用
意
さ
れ
た
競
技
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
歓
声
や
声
援
が
飛
び
交
い
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
が
交

流
を
深
め
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
1
が
10
月
１
日
、
鷹
巣
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
参
加
し
た
約
３
０
０
人
の
市
民
が

健
康
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
フ
ェ
ス
タ
は
、
市
民
参
加
型
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ア
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
今

年
で
７
回
目
。「
ラ
ジ
オ
体
操
１
０
０
日
運
動
」

な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、「
笑
い
で
元
気
に
、

健
康
づ
く
り
」
と
題
し
、
落
語
家
の
桂
三
若
氏

の
講
演
が
あ
り
、
絶
妙
な
話
芸
に
会
場
か
ら
大

き
な
笑
い
声
と
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
設
け
ら
れ
た
食
育
コ
ー
ナ
ー
、
健

康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
、
防
災
・
救
急
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス
で
は
、
来
場
者
が
健
康

に
関
す
る
知
識
を
学
ん
だ
り
、
保
健
師
に
よ

る
健
康
指
導
で
自
分
の
体
調
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
し
た
。

　
東
京
圏
あ
に
会
創
立
25
周
年
記
念
合
同
ふ

る
さ
と
会
が
10
月
９
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
会
員
や
地
元
阿
仁

地
区
か
ら
の
参
加
者
な
ど
約
１
８
０
人
が
集

い
、
ふ
る
さ
と
の
料
理
や
郷
土
芸
能
を
楽
し

み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
毎
年
５
月
に
都
内
で
総
会
を
開
い
て
い
た

東
京
圏
あ
に
会
（
佐
藤
正
成
会
長
）
が
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
開
催
を
見
送
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
阿
仁
地
区
在
住
の
市
議
会
議
員

３
人
か
ら
「
ふ
る
さ
と
に
元
気
と
活
力
を
創

る
た
め
に
、
地
元
で
の
開
催
を
」
と
要
望
が

あ
り
、
東
京
圏
あ
に
会
、
秋
田
市
阿
仁
会
、

大
館
圏
阿
仁
町
会
、
北
秋
田
市
大
阿
仁
会
、

阿
仁
地
区
在
住
者
が
合
同
で
開
催
し
た
も
の

で
す
。
地
元
阿
仁
で
の
合
同
ふ
る
さ
と
会
の

開
催
は
、
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。


